
別記様式７

国立研究開発法人農業･食品産業技術総合研究機構

公益法人の
区分

国所管、都道
府県所管の区

分

応札・応募者
数

ロボット通用門ICTゲートの試作
本部管理本部さいたま管理部長
尾形 哲也
(埼玉県さいたま市北区日進町１－４０－２)

令和8年6月4日
（株）タカワ精密
福島県南相馬市原町区大木戸字
八方内７７

本契約は、福島国際研究教育機構
（以下「F-REI」という。）が実施
するF-REIにおける農林水産研究の
推進委託事業において締結するも
のである。F-REIへICTゲート製造
について相談した結果、南相馬の
企業に対する役務発注において、
ICTゲート試作内容のうち、ゲート
製造部分を株式会社タカワ精密、
通信部分に関してはタカワ精密か
らM2Mへの役務発注において利益排
除を条件とする形で回答を得た。
販売又は提供する者が一に限定さ
れるものを当該者から購入するこ
とから、会計規程第38条第1号に該
当するため。

－ 4,301,000 － － － － －

総合畜舎整備工事設計及び監理業
務

本部管理本部総務部長
松井　利彦
（茨城県つくば市観音台３－１－１)

令和8年6月10日
（株)岩見田・設計
北海道札幌市中央区北５条西１
０－５－１

一般競争入札に付したが、入札者
がなかったことから、契約事務実
施規則の特例を定める規則第11条
第1号に該当するため。

198,000,000

Microsoft 新規購入ライセンス
(Exchane Online ライセンスほか)

本部管理本部総務部長
松井　利彦
（茨城県つくば市観音台３－１－１)

令和8年6月10日
（株）大塚商会
東京都千代田区飯田橋２－１８
－４

ESA契約において、Microsoft社は
落札業者である大塚商会に対して
「本プログラムに基づいてライセ
ンスを再販売する権限を付与さ
れ、本契約に関連する取引前、取
引後の支援を提供するものとして
加入契約関連会社が指定する法
人」としており、大塚商会以外の
者より現在のテナント上で使用可
能なサービスを提供できる者は存
在せず、販売又は提供する者が一
に限定されるものを当該者から購
入することから、会計規程第38条
第1号に該当するため。

7,054,647

ポストモダンＥＲＰの構築に向け
た刷新支援業務

本部管理本部総務部長
松井　利彦
（茨城県つくば市観音台３－１－１)

令和8年6月15日

（株）グローバル・パートナー
ズ・テクノロジー
東京都千代田区六番町２－８
番町Ｍビル３Ｆ

継続的かつ効率的な業務支援の遂
行及び情報セキュリティ対策の確
実な実施の観点からも、引き続き
同一事業者による支援を受けるこ
とが必須であり、会計規程第 38条
第1号に該当するため。

－ 24,970,000 － － － － －

薬品管理システム（Chemical
Design）追加改修業務

本部管理本部総務部長
松井　利彦
（茨城県つくば市観音台３－１－１)

令和8年6月16日
（株）インフォグラム
福岡県福岡市博多区博多駅前２
－１７－１９

当該システムの改修は、著作権者
である（株）インフォグラムに限
られることから、会計規程第38条
第1号に該当するため。

－ 4,950,000 － － － － －

公益法人の場合

備考

随意契約に係る情報の公開（物品・役務等）
及び公益法人に対する支出の公表・点検の方針について（平成24年６月１日　行政改革実行本部決定）に基づく情報の公開
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契約担当者等の氏名並びにその所属する部局の

名称及び所在地
契約を締結した日
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び理由
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メタン発酵貯留槽由来のメタン排
出量測定に係る流量計等設置業務

本部管理本部観音台第２管理部長
坂本　篤実
(茨城県つくば市観音台２－１－２)

令和8年6月23日

（株）トーヨーエネルギーソ
リューション
東京都港区新橋４－１１－１
Ａ－ＰＬＡＣＥ新橋３階

メタン発酵消化液の貯留槽由来の
メタン排出量の把握を研究実施し
ており、実規模のメタン発酵施設
からのメタン排出量の測定を行う
必要がある。貯留槽由来のメタン
排出量を把握するためには、消化
液貯留槽が密閉されていること、
消化液貯留槽から排出されるガス
を捕集するための配管を有してい
る施設が必要である。当該要件を
満たす施設は日本において「トー
ヨーバイオメタンガス発電所」の
みであることから、当該相手方以
外には履行できず、競争を許さな
いことから会計規程第38条第1号に
該当するため。

－ 2,101,000 － － － － －


